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石油アスファルト需給動向と将来展望について コスモ石油マーケティング株式会社 1

 特集・カーボンニュートラル関連技術

植物由来原料を使用したアスファルト再生用添加剤の開発 髙 山 遼 太 郎・川 島 陽 子 5
常温施工可能な防水層用補修材 畠 山 慶 吾・川 上 篤 史 10
埋設ジョイントに適用できる特殊改質アスファルト混合物について 梅 田 泰 裕 16
高精度な自動運転を実現する道路施設『磁気マーカ』 山 本 道 治・安 藤 孝 幸 23

 ミニ特集・海外展開

わが国の合材製造技術等のアジア地区への展開 貫 井　  武 31
アスファルト舗装に発生する低温ひび割れの対策事例
－モンゴル国でのJICA技術協力プロジェクトの検討事例から－ 遠 藤　  桂 39

 アスファルトゼミナール講演紹介

【アスゼミ報告】アスファルト乳剤の変遷と最新の技術動向

（一社）日本アスファルト乳剤協会 46

【アスゼミ報告】ポリマー改質アスファルト技術の進歩について

（一社）日本改質アスファルト協会 50

＜アスファルト舗装技術研究グループ・第71回報告＞ 54
海外のレビュー論文から読み解くアスファルト混合物へ適用される材料への期待 55 
若手技術者によるアスファルト舗装に関する調査報告
－アスファルトの歴史・舗装の維持修繕・多様化する舗装－ 76

＜連載＞アスファルト・舗装研究 vol.12 金沢工業大学工学部 環境土木工学科 101

＜統計資料＞石油アスファルト需給実績  105
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平素は当協会並びに機関紙「アスファルト」をご愛顧賜りまして誠にありがとうございます。
当協会は「アスファルト利用技術の向上に関する事業を行い，アスファルトに関連する産業の健全
な発展に寄与する事」を目的とし，その観点から「投稿原稿」を募集しております。研究者の皆様，
技術者の皆様に限らず幅広い方からの投稿を賜り，アスファルト利用技術の深化を側面から支援し
て参りたいと存じますので，よろしくお願い申し上げます。
なお，ご投稿頂ける場合は巻末に記載の問い合わせ先までご一報頂ければ幸甚でございます。

一般社団法人日本アスファルト協会



第101回　アスファルトゼミナール開催のご案内

一般社団法人　日本アスファルト協会

拝啓　時下ますますご清栄の段、お慶び申し上げます。
当協会主催の「アスファルトゼミナール」を下記要領にて開催致します。
皆様、お誘い合わせの上ご参加くださいます様お願い申し上げます。

敬　具

記

土木学会認定CPDプログラム

主 催
協 賛

後 援
開 催 日 時
開 催 形 式

内 容
申 込 方 法

申 込 問 合

内 容 問 合
参 加 費
参 加 人 数
C P D 認定

そ の 他

１．
２．

３．
４．
５．

６．
７．

８．

９．
10．
11．
12．

13．

一般社団法人 日本アスファルト協会
一般社団法人 日本道路建設業協会、一般社団法人 日本アスファルト乳剤協会
一般社団法人 日本改質アスファルト協会、一般社団法人 日本アスファルト合材協会
国土交通省
2024年１月24日（水）10:00～16:50
対面とオンラインのハイブリッド形式を予定

【 会       場 】 ENEOS株式会社　２階講堂
 〒100-8162 東京都千代田区大手町一丁目１番２号
 ☎0120－56－8704

【オンライン】Zoomウェビナー

裏面「プログラム」をご覧下さい。
2023年12月15日（金）より下記ホームページの申し込みフォーム
にてお申し込み下さい。（申込締め切り：2024年１月17日（水））
http://www.askyo.jp/zemi/
折返しE-mailにて参加受講券または視聴URLをお送りいたします。
※会場参加のお申込みは、定員になり次第終了させていただきます
キュービシステム株式会社　アスゼミ担当　村井まで
☎03－5577－7199　　E-mail: asphalt@qbs.co.jp
ENEOS株式会社　産業エネルギー部　丸谷、金子まで　☎03－6257－7231
無料
会場（100名予定）／オンライン（300名）
公益社団法人土木学会の継続教育（CPD）プログラム
認定番号：JSCE23-1593　単位数：5.4単位
※全講演の聴講と100文字以上のレポート提出が必要となります。
当日の参加受付はできませんので、必ず上記方法でお申し込み下さい。

※会場定員は100名とさせていただきます（先着順、ただし１社最大４名まで）。
※会場では新型コロナウイルス感染対策のため、できる限りマスク着用の上でご参加いた
　だきますようお願いいたします。
※会場での紙資料の配布は行いませんので、会場参加者は各自、必要に応じて資料を印刷
　してお持ちいただくようお願いいたします。

▲会場はこちら

▲申し込みフォーム
はこちら



プログラム

－サステナブルを目指す舗装技術－

2024年１月24日（水）　10：00 ～ 16：50  （敬称略）

１．挨拶  10：00～ 10：05
一般社団法人日本アスファルト協会　代表理事 　小　川　誠　一

２．来賓挨拶  10：05～ 10：10
国土交通省　道路局長 　丹　羽　克　彦

３．挨拶  10：10～ 10：15
一般社団法人日本アスファルト協会
　舗装技術分科会　委員長　 　三　浦　真　紀

４．道路行政をめぐる最近の話題について（仮題）  10： 15 ～ 11：00
国土交通省　道路局　企画課　道路経済調査室長 　四 童 子　　隆

５．次世代の舗装マネジメント（xROAD）  11：00～ 11：45
国土交通省　道路局　国道・技術課　
　道路メンテナンス企画室長 　和　田　賢　哉

（休憩　11：45 ～ 12：45）

６．舗装再生便覧の改定に当たって  12：45～ 13：25
国立研究開発法人土木研究所　先端材料資源研究センター
　材料資源研究グループ長 　新　田　弘　之

７．エネルギー基本計画における化石燃料と今後の需給見通し  13：25～ 14：05
経済産業省　資源エネルギー庁　資源・燃料部
　燃料供給基盤整備課　課長補佐 　吉　川　信　彦 

８．舗装用アスファルトの供給体制  14：05～ 14：30
一般社団法人日本アスファルト協会　事務局 　丸　谷　　　聡

（休憩　14：30 ～ 14：50）

９．中温化技術（フォームド）について  14：50～ 15：10
一般社団法人日本アスファルト合材協会　中温化WG
　グループ長 　江　向　俊　文

10．サステナブル社会に貢献するポリマー改質アスファルト  15：10～ 15：30
一般社団法人日本改質アスファルト協会　技術委員 　平　松　　　真

11．持続可能なアスファルト乳剤工法  15：30～ 15：50
一般社団法人日本アスファルト乳剤協会　技術委員 　髙　橋　　　知

12．海外の舗装事情と次世代の主流、環境への取り組み  15：50～ 16：50
ヨーゼフーレッテンマイヤー＆ゾーネ社道路舗装事業部責任者 　ホースト  エルドレン

※内容については変更の可能性がございます
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